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運 用 報 告 書（全体版） 
第32期＜決算日2020年９月25日＞ 

 

 

 当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／債券 
信 託 期 間 2004年６月１日から無期限です。 

運 用 方 針 

わが国の物価連動国債に投資を行い、長期的に、
物価の動きに追随する投資成果を目指して運用を
行います。 
物価の上昇から “ファンドの実質的な資産価値” を
守ることを目指します。 

主要投資対象 

ＭＨＡＭ物価連動 
国 債 フ ァ ン ド 

ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファ
ンド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

ＭＨＡＭ物価 
連 動 国 債 
マザーファンド 

わが国の物価連動国債を主要投資
対象とします。 

運 用 方 法 
物価連動国債を中心とする組入公社債の平均残存
期間は、７年±３年程度とすることを基本としま
す。 

組 入 制 限 

ＭＨＡＭ物価連動 
国 債 フ ァ ン ド 外貨建資産への投資は行いません｡ 

ＭＨＡＭ物価 
連 動 国 債 
マザーファンド 

外貨建資産への投資は行いません｡ 

分 配 方 針 

毎期、原則として経費控除後の繰越分を含めた配
当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の
全額を分配対象額の範囲とし、分配金額は、利息
収入相当分を中心とし、委託会社が基準価額の水
準、市況動向等を勘案して決定します。 

 
<運用報告書に関するお問い合わせ先> 
コールセンター：0120-104-694 
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された 
販売会社にお問い合わせください。 

 
愛称：未来予想 

 

受益者の皆さまへ 
 

毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。 
 
さて、「ＭＨＡＭ物価連動国債ファン

ド」は、2020年９月25日に第32期の
決算を行いました。ここに、運用経過等
をご報告申し上げます。 
 
今後とも一層のご愛顧を賜りますよう

お願い申し上げます。 
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ＭＨＡＭ物価連動国債ファンド 
 
■最近５期の運用実績  

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

債 券 
組 入 比 率 

債 券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 税 込 み 

分 配 金 
期 中 
騰 落 率  期 中 

騰 落 率 
 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

28期（2018年９月25日） 11,239 0 △1.3 10,468.86 0.4 98.3 － 29,896 
29期（2019年３月25日） 11,232 0 △0.1 10,505.47 0.3 98.2 － 27,589 
30期（2019年９月25日） 11,222 0 △0.1 10,531.08 0.2 98.8 － 25,415 
31期（2020年３月25日） 10,875 0 △3.1 10,588.43 0.5 98.4 － 22,191 
32期（2020年９月25日） 10,801 0 △0.7 10,536.27 △0.5 98.3 － 20,308 
（注１）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注３） 参考指数（単位未満は四捨五入）は『全国消費者物価指数（生鮮食品を除く総合指数）』から算出した物価連動国債の適用指数について設

定日の前営業日を10,000とし、当社が指数化したもので、2006年９月10日以降については2005年基準に、2011年９月10日以降は
2010年基準に、2016年９月10日以降は2015年基準の同指数に基づき連続するよう調整を実施しています（以下同じ）。 

（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。 
 
■当期中の基準価額と市況の推移  

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 債 券 

組 入 比 率 
債 券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

（期 首） 円 ％  ％ ％ ％ 
2020年３月25日 10,875 － 10,588.43 － 98.4 － 

３月末 10,859 △0.1 10,584.49 △0.0 98.5 － 
４月末 10,829 △0.4 10,570.80 △0.2 98.0 － 
５月末 10,843 △0.3 10,567.38 △0.2 98.4 － 
６月末 10,795 △0.7 10,546.64 △0.4 98.9 － 
７月末 10,781 △0.9 10,536.27 △0.5 98.5 － 
８月末 10,839 △0.3 10,536.27 △0.5 98.7 － 

（期 末）       
2020年９月25日 10,801 △0.7 10,536.27 △0.5 98.3 － 

（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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■当期の運用経過（2020年３月26日から2020年９月25日まで） 
 
基準価額等の推移 
 

 

 
（注１） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも

のです。 
（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり

ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
（注３） 分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。 
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。 
 
基準価額の主な変動要因 
「ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファンド」受益証券（以下「マザーファンド」といいます）への投資を
通じて、主としてわが国の物価連動国債に投資を行った結果、全国消費者物価指数（生鮮食品を除く総
合指数）の下落などにより物価連動国債の価格が下落したことから、当ファンドの基準価額は下落しま
した。 
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投資環境 
●物価連動国債市況 
 

当期間の物価連動国債市場は、ＮＯＭＵＲＡ物
価連動国債インデックスでみると、0.49％下落
しました。 
新型コロナウイルスの感染拡大による景気悪化
などにより全国消費者物価指数（生鮮食品を除く
総合指数）が下落したことなどから、物価連動国
債の価格も下落しました。 

 

 
ポートフォリオについて 
●当ファンド 
前期の運用報告書に記載した運用の基本方針に基づき、マザーファンドの組入比率は期を通して高位
を維持しました。 
 
●ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファンド 
物価連動国債を高位に組入れた運用を継続しました。当期間の投資行動としては、新規発行された物
価連動国債の買い付けと入れ替えの売却、ファンドの残高減少に伴う物価連動国債の売却を行いまし
た。また、物価連動国債以外の公社債は組入れませんでした。債券組入比率は高位を維持しました。 
 

 

 
（注１） ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス（ＮＯＭＵＲＡ Ｊ－Ｔ

ＩＰＳ Ｉｎｄｅｘ）とは日本国が発行した物価連動国債のみを
対象とする投資収益指数です。 

（注２） ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスの知的財産権その他一
切の権利は野村證券株式会社に帰属します。なお、野村證券株
式会社は、同指数の正確性、完全性、信頼性、有用性を保証す
るものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負
いません。 
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〔組入上位銘柄〕 
2020年３月25日現在 

順位 銘柄 利率 償還日 比率 
１ ２１回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2026/03/10 18.2％ 
２ １９回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2024/09/10 13.9％ 
３ ２３回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2028/03/10 13.6％ 
４ ２２回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2027/03/10 13.1％ 
５ ２４回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2029/03/10 12.8％ 

 
2020年９月25日現在 

順位 銘柄 利率 償還日 比率 
１ ２１回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2026/03/10 17.8％ 
２ ２３回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2028/03/10 14.8％ 
３ ２２回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2027/03/10 14.2％ 
４ ２４回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2029/03/10 14.0％ 
５ １９回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2024/09/10 11.6％ 

（注）比率は、ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 
 
ベンチマークとの差異について 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、当ファンドの基
準価額と参考指数の騰落率の対比です。 
 
 

 
（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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分配金 
当期の収益分配金は、基準価額の水準、市況動向等を勘案した結果、分配を見送らせていただきまし
た。なお、収益分配に充てなかった収益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 
 
■分配原資の内訳（１万口当たり） 

項目 
当期 

2020年３月26日 
～2020年９月25日 

当期分配金（税引前） －円 
対基準価額比率 －％ 
当期の収益 －円 
当期の収益以外 －円 

翌期繰越分配対象額 1,282円 

（注１） ｢当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨
てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金 
(税引前）」の額が一致しない場合があります。 

（注２） 当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引前)｣ 
の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五入して
います。 

（注３） ｢当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控
除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配に充
当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立
金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。 

 

 
今後の運用方針 
●当ファンド 
当ファンドの運用方針に従い、マザーファンドの組入比率を高位に維持します。 
 
●ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファンド 
物価連動国債市場は、長期的には底堅く推移する展開を想定します。 
新型コロナウイルスの感染が継続しており、経済への悪影響が懸念されています。ただし、ワクチン
開発への期待もあり、新型コロナウイルスの感染が収束に向かえば、徐々に物価上昇への期待が高まる
ことを想定しています。 
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■１万口当たりの費用明細 
 

項目 

第32期 

項目の概要 （2020年３月26日 
～2020年９月25日） 
金額 比率 

（a） 信託報酬 24円 0.222％ （a）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
期中の平均基準価額は10,824円です。 

（投信会社） （ 9） （0.086） 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価 

（販売会社） （ 13） （0.116） 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価 

（受託会社） （ 2） （0.019） 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価 

（b）その他費用 0 0.001 （b）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
（監査費用） （ 0） （0.001） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用 

合計 24 0.222  
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 
（注２） 金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） 比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2020年３月26日から2020年９月25日まで）  
 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 

ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファンド － － 1,429,361 1,806,300 
 
■利害関係人との取引状況等（2020年３月26日から2020年９月25日まで）  【ＭＨＡＭ物価連動国債ファンドにおける利害関係人との取引状況等】 
期中の利害関係人との取引等はありません。 

 
【ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】 
期中の利害関係人との取引状況 
決 算 期 当 期 

区   分 買付額等 
Ａ 

うち利害関係人 
との取引状況Ｂ 

Ｂ 
Ａ 

 

売付額等 
Ｃ 

うち利害関係人 
との取引状況Ｄ 

Ｄ 
Ｃ 

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公 社 債 303 － － 2,050 826 40.3 
 
平均保有割合 99.7％ 

 
（注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。 

 
■組入資産の明細  親投資信託残高 

 期首（前期末） 当 期 末 
口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファンド 17,444,792 16,015,431 20,221,083 
 
■投資信託財産の構成 2020年９月25日現在 
 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 

Ｍ Ｈ Ａ Ｍ 物 価 連 動 国 債 マ ザ ー フ ァ ン ド 20,221,083 99.0 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 199,720 1.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 20,420,803 100.0 
（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。 
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■資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2020年９月25日)現在 
項   目 当 期 末 

（A） 資 産 20,420,803,887円 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 149,720,663 
Ｍ Ｈ Ａ Ｍ 物 価 連 動 国 債 
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 20,221,083,224 

未 収 入 金 50,000,000 
（B） 負 債 112,449,594 

未 払 解 約 金 65,069,523 
未 払 信 託 報 酬 47,203,908 
そ の 他 未 払 費 用 176,163 

（C） 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 20,308,354,293 
元 本 18,802,359,398 
次 期 繰 越 損 益 金 1,505,994,895 

（D） 受 益 権 総 口 数 18,802,359,398口 
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,801円 

 
（注）期首における元本額は20,405,118,302円、当期中における追

加 設 定 元 本 額 は 370,979,854 円 、 同 解 約 元 本 額 は
1,973,738,758円です。 

■損益の状況 
 

当期 自2020年３月26日 至2020年９月25日 
項   目 当  期 

（A） 配 当 等 収 益 △42,373円 
受 取 利 息 2,067 
支 払 利 息 △44,440 

（B） 有 価 証 券 売 買 損 益 △90,566,995 
売 買 益 7,773,161 
売 買 損 △98,340,156 

（C） 信 託 報 酬 等 △47,380,071 
（D） 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △137,989,439 
（E） 前 期 繰 越 損 益 金 △1,246,004,782 
（F） 追 加 信 託 差 損 益 金 2,889,989,116 

(配 当 等 相 当 額) (2,153,758,615) 
(売 買 損 益 相 当 額) (736,230,501) 

（G） 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,505,994,895 
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 1,505,994,895 
追 加 信 託 差 損 益 金 2,889,989,116 
(配 当 等 相 当 額) (2,153,789,815) 
(売 買 損 益 相 当 額) (736,199,301) 
分 配 準 備 積 立 金 257,536,668 
繰 越 損 益 金 △1,641,530,889 

 
（注１） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます｡ 
（注２） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注３） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注４）分配金の計算過程 

項       目 当   期 
(ａ) 経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 0円 
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0 
(ｃ) 収 益 調 整 金 2,153,789,815 
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 257,536,668 
(ｅ) 当 期 分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 2,411,326,483 
(ｆ) １ 万 口 当たり当期分配対象額 1,282.46 
(ｇ) 分 配 金 0 
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0 
 

 
■分配金のお知らせ 
 
収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案し、無分配とさせていただきました。 
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ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファンド 
運用報告書 

第17期（決算日 2020年９月25日） 
（計算期間 2019年９月26日～2020年９月25日） 

 
ＭＨＡＭ物価連動国債マザーファンドの第17期の運用状況をご報告申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
信 託 期 間 2004年３月３日から無期限とします。 

運 用 方 針 
主としてわが国の物価連動国債に投資を行い、将来のインフレリスクをヘッ
ジし、実質的な資産価値の保全を図りつつ、安定した収益の確保と信託財産
の中・長期的な成長を目指します。 

主 要 投 資 対 象 わが国の物価連動国債を主要投資対象とします。 
主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 

 
■最近５期の運用実績  

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

債 券 
組 入 比 率 

債 券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額  期 中 

騰 落 率  期 中 
騰 落 率 

 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 
13期（2016年９月26日） 12,955 △2.2 10,281.96 △0.5 99.3 － 45,071 
14期（2017年９月25日） 12,971 0.1 10,329.09 0.5 98.3 － 36,110 
15期（2018年９月25日） 13,030 0.5 10,411.60 0.8 98.4 － 29,962 
16期（2019年９月25日） 13,065 0.3 10,473.48 0.6 98.9 － 25,463 
17期（2020年９月25日） 12,626 △3.4 10,478.64 0.0 98.7 － 20,282 
（注１）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注２） 参考指数（単位未満は四捨五入）は『全国消費者物価指数（生鮮食品を除く総合）』から算出した物価連動国債の適用指数について設定日

の前営業日を10,000とし、当社が指数化したもので、2006年９月10日以降については2005年基準に、2011年９月10日以降は2010年
基準に、2016年９月10日以降は2015年基準の同指数に基づき連続するよう調整を実施しています（以下同じ）。 

（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。 
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■当期中の基準価額と市況の推移  
年 月 日 

基 準 価 額 参 考 指 数 債 券 
組 入 比 率 

債 券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

（期 首） 円 ％  ％ ％ ％ 
2019年９月25日 13,065 － 10,473.48 － 98.9 － 

９月末 13,040 △0.2 10,471.73 △0.0 99.0 － 
10月末 12,964 △0.8 10,482.25 0.1 98.3 － 
11月末 12,930 △1.0 10,482.45 0.1 98.5 － 
12月末 12,927 △1.1 10,505.24 0.3 99.1 － 

2020年１月末 12,955 △0.8 10,533.81 0.6 98.7 － 
２月末 12,956 △0.8 10,540.52 0.6 98.8 － 
３月末 12,668 △3.0 10,526.59 0.5 98.9 － 
４月末 12,637 △3.3 10,512.98 0.4 98.5 － 
５月末 12,658 △3.1 10,509.58 0.3 98.8 － 
６月末 12,606 △3.5 10,488.95 0.1 99.3 － 
７月末 12,595 △3.6 10,478.64 0.0 98.9 － 
８月末 12,667 △3.0 10,478.64 0.0 99.2 － 

（期 末）       
2020年９月25日 12,626 △3.4 10,478.64 0.0 98.7 － 

（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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■当期の運用経過（2019年９月26日から2020年９月25日まで） 
 
   

 
    
 
基準価額の推移 
当ファンドの基準価額は12,626円となり、前期末比で3.36％下落しました。 
 
基準価額の主な変動要因 
主としてわが国の物価連動国債に投資を行った結果、期待インフレ率※の低下や金利の上昇（価格は
下落）により物価連動国債の価格が下落したことから、当ファンドの基準価額は下落しました。 
（※） 期待インフレ率＝物価連動国債とほぼ同残存年数の10年国債との利回り格差（物価連動国債が償還までにどれだけの物価上昇（年率）を織り

込んでいるかを示す値） 
 
投資環境 
  当期間の物価連動国債市場は、ＮＯＭＵＲＡ物

価連動国債インデックスでみると、3.52％下落し
ました。 
新型コロナウイルスの感染拡大による景気減速
懸念から期待インフレ率が低下したこと、大規模
な経済対策による国債増発などにより物価連動国
債とほぼ同残存の固定利付国債（10年国債）利回
りが上昇（価格は下落）したことから、物価連動
国債の価格も下落しました。 
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ポートフォリオについて 
物価連動国債を高位に組入れた運用を継続しました。当期間の投資行動としては、新規発行された物
価連動国債の買い付けと入れ替えの売却、ファンドの残高減少に伴う物価連動国債の売却を行いました。
また、物価連動国債以外の公社債は組入れませんでした。債券組入比率は高位を維持しました。 
 
〔組入上位銘柄〕 

期首 
順位 銘柄名 利率 償還日 比率 
１ １９回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2024/09/10 18.6％ 
２ ２１回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2026/03/10 16.3％ 
３ １８回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2024/03/10 13.5％ 
４ ２３回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2028/03/10 12.3％ 
５ ２２回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2027/03/10 11.8％ 

 
期末 

順位 銘柄名 利率 償還日 比率 
１ ２１回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2026/03/10 17.8％ 
２ ２３回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2028/03/10 14.8％ 
３ ２２回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2027/03/10 14.2％ 
４ ２４回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2029/03/10 14.0％ 
５ １９回 物価連動国債（１０年） 0.1％ 2024/09/10 11.6％ 

（注）比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 
今後の運用方針 
物価連動国債市場は、長期的には底堅く推移する展開を想定します。 
新型コロナウイルスの感染が継続しており、経済への悪影響が懸念されています。ただし、ワクチン
開発への期待もあり、新型コロナウイルスの感染が収束に向かえば、徐々に物価上昇への期待が高まる
ことを想定しています。 
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■１万口当たりの費用明細  
計算期間中に発生した費用はありません。 
 
■売買及び取引の状況（2019年９月26日から2020年９月25日まで）  公社債 

 買 付 額 売 付 額 

国 内 国 債 証 券 
千円 千円 

303,754 4,631,969 
 （－） 

（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。 
（注２）（ ）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

 
■利害関係人との取引状況等（2019年９月26日から2020年９月25日まで） 
 
期中の利害関係人との取引状況 
決 算 期 当 期 

区   分 買付額等 
Ａ 

売付額等 
Ｃ 

うち利害関係人 
との取引状況Ｂ 

Ｂ 
Ａ 

うち利害関係人 
との取引状況Ｄ 

Ｄ 
Ｃ 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公 社 債 303 － － 4,631 2,263 48.9 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。 
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■組入資産の明細 
 
公社債 
（Ａ）債券種類別開示 
国内（邦貨建）公社債 

区 分 
当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 う ちＢＢ格 
以下組入比率 

残存期間別組入比率 
５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
国 債 証 券 19,669,000 20,026,080 98.7 － 62.3 36.4 － 

合 計 19,669,000 20,026,080 98.7 － 62.3 36.4 － 
（注）組入比率は、期末の純資産総額に対する評価額の比率であり、小数点第２位を四捨五入しています。 
 
（Ｂ）個別銘柄開示 
国内（邦貨建）公社債銘柄別 

銘      柄 当 期 末 
利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日 

（国債証券） ％ 千円 千円  
１７回 物価連動国債（１０年） 0.1000 1,726,000 1,811,479 2023/09/10 
１８回 物価連動国債（１０年） 0.1000 1,843,000 1,921,366 2024/03/10 
１９回 物価連動国債（１０年） 0.1000 2,326,000 2,362,101 2024/09/10 
２０回 物価連動国債（１０年） 0.1000 1,270,000 1,291,610 2025/03/10 
２１回 物価連動国債（１０年） 0.1000 3,553,000 3,608,382 2026/03/10 
２２回 物価連動国債（１０年） 0.1000 2,842,000 2,888,929 2027/03/10 
２３回 物価連動国債（１０年） 0.1000 2,984,000 3,007,666 2028/03/10 
２４回 物価連動国債（１０年） 0.1000 2,825,000 2,831,980 2029/03/10 
２５回 物価連動国債（１０年） 0.2000 300,000 302,563 2030/03/10 

合   計 － 19,669,000 20,026,080 － 
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■投資信託財産の構成 2020年９月25日現在 
 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 

公 社 債 20,026,080 98.5 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 306,193 1.5 
投 資 信 託 財 産 総 額 20,332,274 100.0 
 
（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。 

 
■資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2020年９月25日)現在 
項   目 当 期 末 

（A） 資 産 20,332,274,161円 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 305,359,231 
公 社 債（評価額） 20,026,080,240 
未 収 利 息 834,690 

（B） 負 債 50,000,000 
未 払 解 約 金 50,000,000 

（C） 純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 20,282,274,161 
元 本 16,064,468,710 
次 期 繰 越 損 益 金 4,217,805,451 

（D） 受 益 権 総 口 数 16,064,468,710口 
１万口当たり基準価額（Ｃ／Ｄ） 12,626円 

 
（注１）期首元本額 19,489,536,383円 

追加設定元本額 165,528,959円 
一部解約元本額 3,590,596,632円 

（注２）期末における元本の内訳 
日本３資産ファンド（年１回決算型） 7,209,003円 
ＭＨＡＭ物価連動国債ファンド 16,015,431,035円 
ＭＨＡＭ物価連動国債ファンドＶＡ［適格機関投資家専用］ 41,828,672円 
期末元本合計 16,064,468,710円 

■損益の状況 
 

当期 自2019年９月26日 至2020年９月25日 
項   目 当  期 

（A） 配 当 等 収 益 22,113,964円 
受 取 利 息 22,236,996 
支 払 利 息 △123,032 

（B） 有 価 証 券 売 買 損 益 △821,703,538 
売 買 損 △821,703,538 

（C） 当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ） △799,589,574 
（D） 前 期 繰 越 損 益 金 5,973,957,352 
（E） 解 約 差 損 益 金 △1,004,733,368 
（F） 追 加 信 託 差 損 益 金 48,171,041 
（G） 合 計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 4,217,805,451 

次 期 繰 越 損 益 金（Ｇ） 4,217,805,451 
 
（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
（注２） (E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。 
（注３） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

 


